
2026年6月9日企画課長取材メモ
記者（インタースクールジャーナル・平松）：
インタースクールジャーナルの平松です。先日
はどうもありがとうございました。先日お電話でご説明いただいた内容と概ね重なるところな
んですが、今回の正式な発表だったわけですけれども、4月24日だったか、以前区長がお話し
されていた内容とは若干違うなと思っていて。どういう経緯でこういう形になったのか、まず
お伺いしたいです。

課長：
今回いじめの相談窓口を総務部の中に置くという形になっています。今回はいじめを受
けた保護者の方の納得感ということですね。いじめの調査経過などが法的にどうか調査した
り、不足している部分がないか等、改めて外部の弁護士等、専門家の目で見て確認して、その
結果をお伝えするということが一つ。

あと情報共有ということで、これは当然トップまでこれまでも情報は上がっているんですが、
今回しっかりとした形で速やかに共有するということがやはり必要。もう一つは、それに当た
って様式というものも、学校なり保育園なり様々にあるというよりは、統一したほうがいいと
いうことで、そこも整理したのが今回の検討結果です。「こどもタスクフォース」を3回やりま
して、そこでまとめました。

記者：
なるほど。今回の質疑でもあったんですが、基本的にはまず学校や教育委員会で対応し
ていただいて、そこで納得がいかない場合に区長部局に相談するという流れですよね。これっ
ていわゆる品川とか立川とか、あとは大阪の寝屋川などでやられているものとは、ちょっと違
う制度設計なのかなと思っていて。

区長も就任以来、立ち上がっていた寝屋川とか立川とか品川の制度をやっていくというスタン
スだったと私は理解しているんですが、どうしてこういう中途半端と言ったらあれなんですけ
ど、そういう制度設計になったのか、ちょっと気になりまして。

課長：
基本的には、一番現場でのいじめが起こっているのは学校現場なんですね。ですから、
学校現場でまずは解決に向けて対応を行う。当然学校現場といっても、区立学校であれば教育
委員会がこれもしっかりした体制を持っております。そこで第一線の対応をしてもらって。

やはりそれでは解決につながらない、お子さんにとっても良いですし、保護者にとっても納得
できない場合の「第二線の相談窓口」ということで、今回総務部の中に設置してきたというこ
とになります。他区とは若干手法は異なりますが、実際作ってみて、その納得感、保護者が
「ああ、やっぱり間違いなかったんだな」「相談してよかったんだな」と思えるのか、やっぱ
りちょっと違ったからもう一度考え直したほうがいいのかというのを検討する、第二線の仕組
みです。

記者：
例えば、納得できない場合ってあるじゃないですか。そういう場合って、介入という
か、区長部局として自ら動かれて対応されるのか。それとも、今おっしゃった第二線であるか
らして、対応を検証した上で教育委員会や学校に対して、何か連絡をされる、情報共有される



というところに留まるんでしょうか。先ほど区長も「介入というのはちょっと違う」という話
をされていましたが。

課長：
「介入」という言葉は少し違うかもしれませんが、当然現場での対応がどうだったのか
というところは、現場の方にヒアリングをしないと第二線の弁護士としても分かりませんか
ら。そこはもう一回確認していって、「ここはどうだ」「あそこはどうだ」というふうにした
上で、保護者の方には回答をお返しすることになります。

場合によっては、その確認の過程の中で、何かしら漏れがあったというようなことがもしあれ
ば、それは学校の方が何らかの対応をすることもあるかもしれませんが、基本的には一連の経
緯を確認して、その結果を確認して、それを回答としてお返しするというのが今回のまとめで
す。

記者：
他の自治体、例えば寝屋川の方式だと、いじめを「停止させる」というところまで一義
的に区長部局でやるというような運用でしたが、停止というところまでは区長部局ではやらな
いということですね。基本的には学校や教育委員会に任せていると。

課長：
そうです。

記者：
そうなってくると、以前お電話でポロッとおっしゃっていたんですが、条例で改正をし
て、区長にその権限を与える等々は考えていらっしゃらないんでしょうか。

課長：
現時点での検討はございません。

記者：
なるほど。分かりました。ありがとうございました。お疲れ様でした。


